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(57)【要約】
【課題】通信システムにおけるユーザ端末の情報取得方
法および装置を提供する。
【解決手段】ユーザ端末が場所情報を含むスケジュール
情報を登録し、外部サーバから場所情報に対応するサー
ビス情報の受信時、ユーザ端末がスケジュール情報にサ
ービス情報を追加し、スケジュール情報の検索時、ユー
ザ端末がサービス情報を表示するように構成される。本
発明によれば、ユーザ端末のユーザが別個に情報の検索
を行ったり情報記録を行ったりする必要なく、ユーザ端
末でスケジュール情報に対応して位置ベース情報を自動
的に追加して管理することができる。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムにおけるユーザ端末の情報取得方法であって、
　ユーザ端末が場所情報を含むスケジュール情報を登録する登録ステップと、
　外部サーバから前記場所情報に対応するサービス情報の受信時、前記ユーザ端末が前記
スケジュール情報に前記サービス情報を追加する追加ステップと、
　前記スケジュール情報の検索時、前記ユーザ端末が前記サービス情報を表示する表示ス
テップと、
　を含むことを特徴とする情報取得方法。
【請求項２】
　前記登録ステップは、
　前記ユーザ端末が前記サービス情報を管理する外部サーバに前記場所情報を送信して、
前記サービス情報を要請するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の情報取得
方法。
【請求項３】
　前記登録ステップは、
　前記ユーザ端末が前記スケジュール情報を管理するためのカレンダーアプリケーション
と連係された外部サーバに前記スケジュール情報を送信するステップを含むことを特徴と
する請求項２に記載の情報取得方法。
【請求項４】
　前記登録ステップは、
　前記スケジュール情報で前記場所情報に該当するテキストを分析して座標データを検出
するステップと、
　前記場所情報として前記座標データを登録するステップと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の情報取得方法。
【請求項５】
　前記表示ステップは、
　前記ユーザ端末が前記サービス情報をソーシャルネットワーキングサービスを介して他
のユーザ端末と共有するステップと、
　前記ユーザ端末が前記サービス情報の電話番号またはホームページアドレスを用いて、
前記サービス提供者に接続するステップと、のうち少なくともいずれか１つを含むことを
特徴とする請求項４に記載の情報取得方法。
【請求項６】
　前記場所情報が受信されれば、前記外部サーバが前記場所情報に相応するサービス提供
者にサービス情報を要請するステップと、
　前記サービス提供者から前記サービス情報の受信時、前記外部サーバが前記ユーザ端末
に前記サービス情報を送信するステップと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の情報取得方法。
【請求項７】
　前記場所情報が受信されれば、前記外部サーバが前記場所情報に相応するサービス提供
者に対応して、予め登録されたサービス情報を前記ユーザ端末に送信するステップをさら
に含むことを特徴とする請求項６に記載の情報取得方法。
【請求項８】
　前記場所情報が受信されれば、前記外部サーバが他のユーザ端末に前記場所情報に相応
するサービス提供者のサービス情報を要請するステップと、
　前記他のユーザ端末から前記サービス情報の受信時、前記外部サーバが前記ユーザ端末
に前記サービス情報を送信するステップと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項７に記載の情報取得方法。
【請求項９】
　通信システムにおけるユーザ端末の情報取得装置であって、
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　外部サーバに接続するための無線通信部と、
　場所情報を含むスケジュール情報を登録し、前記外部サービスサーバが前記場所情報に
対応するサービス情報の受信時、前記スケジュール情報に前記サービス情報を追加するた
めの制御部と、
　前記制御部の制御下で前記スケジュール情報の検索時、前記サービス情報を表示するた
めの表示部と、
　を含むことを特徴とする情報取得装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、
　前記サービス情報を管理する外部サーバに前記場所情報を送信して、前記サービス情報
を要請することを特徴とする請求項９に記載の情報取得装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記スケジュール情報の登録時、前記スケジュール情報を管理するためのカレンダーア
プリケーションと連係された外部サーバに前記スケジュール情報を送信することを特徴と
する請求項１０に記載の情報取得装置。
【請求項１２】
　前記制御部または外部サーバは、
　前記場所情報に該当するテキストを分析して座標データを検出し、前記場所情報として
前記座標データを登録することを特徴とする請求項１１に記載の情報取得装置。
【請求項１３】
　前記外部サーバは、
　前記場所情報が受信されれば、前記場所情報に相応するサービス提供者にサービス情報
を要請し、前記サービス提供者から前記サービス情報の受信時、前記ユーザ端末に前記サ
ービス情報を送信することを特徴とする請求項１２に記載の情報取得装置。
【請求項１４】
　前記外部サーバは、
　前記場所情報が受信されれば、前記場所情報に相応するサービス提供者に対応して、予
め登録されたサービス情報を前記ユーザ端末に送信することを特徴とする請求項１３に記
載の情報取得装置。
【請求項１５】
　前記外部サーバは、
　前記場所情報が受信されれば、ソーシャルネットワーキングサービスを介して他のユー
ザ端末に前記場所情報に相応するサービス提供者のサービス情報を要請し、前記他のユー
ザ端末から前記サービス情報の受信時、前記ユーザ端末に前記サービス情報を送信するこ
とを特徴とする請求項１４に記載の情報取得装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システムに関し、特に、通信システムにおけるユーザ端末の情報取得方
法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、通信システムにおけるユーザ端末は、多様な機能が付加されて複合的な機能
を行う。すなわち、現在のユーザ端末は、通話機能の他に、メッセージ送受信機能、無線
インターネット機能、電話帳管理機能、スケジュール管理機能、ナビゲーション機能など
の各種の便利な機能を提供している。このとき、ユーザ端末は、スケジュール管理機能を
用いて旅行、ショッピング、食事などのようなユーザのスケジュールをスケジュール情報
として格納して管理する。そして、ユーザ端末は、無線インターネット機能を用いてユー
ザの要求情報を検索する。すなわち、ユーザ端末は、ユーザの要請によって特定場所と関
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連する付加情報、例えば、旅行地の食堂やホテルなどの電話番号、ホームページアドレス
、価格などを検索することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところが、上記のようなユーザ端末は、複数の機能の間で情報を連係させることができ
ないという問題点がある。すなわち、ユーザ端末は、スケジュール情報と共に、スケジュ
ール情報と関連する場所の付加情報を連係させて管理していない。これにより、ユーザ端
末の利用効率性が低下する。言い換えれば、ユーザ端末は、スケジュール情報と付加情報
をそれぞれ格納するだけであるため、ユーザ端末のユーザがスケジュール情報と付加情報
を連係させて記憶しなければならない。これにより、ユーザ端末でスケジュール情報と付
加情報は、ユーザの記憶力に依存して利用されているため、効率的に利用することができ
ない。
　したがって、本発明の目的は、ユーザ端末の利用効率性を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前記課題を解決するための本発明に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得方
法は、ユーザ端末が場所情報を含むスケジュール情報を登録するステップと、外部サーバ
から前記場所情報に対応するサービス情報の受信時、前記ユーザ端末が前記スケジュール
情報に前記サービス情報を追加するステップと、前記スケジュール情報の検索時、前記ユ
ーザ端末が前記サービス情報を表示するステップと、を含むことを特徴とする。
【０００５】
　また、前記課題を解決するための本発明に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報
取得装置は、外部サーバに接続するための無線通信部と、場所情報を含むスケジュール情
報を登録し、前記外部サーバから前記場所情報に対応するサービス情報の受信時、前記ス
ケジュール情報に前記サービス情報を追加するための制御部と、前記制御部の制御下で前
記スケジュール情報の検索時、前記サービス情報を表示するための表示部と、を含むこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得方法および装置は、ユーザ端
末でスケジュール情報と共に、スケジュール情報と関連する場所に対応する位置ベース情
報を連係させて管理することができる。すなわち、ユーザ端末のユーザが別個に情報の検
索を行ったり情報記録を行ったりする必要なく、ユーザ端末から容易に位置ベース情報を
取得することができる。これにより、ユーザ端末でスケジュール情報に対応して位置ベー
ス情報を自動的に追加して管理することができる。これにより、ユーザ端末でユーザの便
宜性を向上させることができ、さらに、ユーザ端末の利用効率性を向上させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１実施形態に係る通信システムを示す構成図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続の
一例を示すフローチャートである。
【図３】本発明の第１実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続の
別の例を示すフローチャートである。
【図４】本発明の第２実施形態に係る通信システムを示す構成図である。
【図５】本発明の第２実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続を
示すフローチャートである。
【図６】本発明の第３実施形態に係る通信システムを示す構成図である。
【図７】本発明の第３実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続を
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示すフローチャートである。
【図８】本発明の実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の内部構成を示すブロ
ック図である。
【図９】本発明の第１実施形態および第２実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端
末の情報取得手続を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の第３実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続
を示すフローチャートである。
【図１１】図９および図１０における情報表示手続を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続を説
明するための例示図である。
【図１３】本発明の実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続を説
明するための例示図である。
【図１４】本発明の実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続を説
明するための例示図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、添付する図面を参照しながら本発明の実施形態をより詳細に説明する。添付され
た図面で同一の構成要素は、なるべく同一の符号で示していることに留意しなければなら
ない。また、本発明の要旨を不明瞭にする公知機能および構成に対する詳細な説明は、省
略する。
【０００９】
　下記の説明において、「スケジュール情報（ｓｃｈｅｄｕｌｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ）」とは、ユーザ端末に記録される情報であって、ユーザによって予定される時間的計
画を意味する。例えば、スケジュール情報は、旅行、ショッピング、食事などと関連する
計画であってもよい。このとき、スケジュール情報は、ユーザ端末でユーザによって任意
に決定され、ユーザの計画を示す題名、ユーザの計画が実行される時間情報、および場所
情報などを含む。題名は、例えば、旅行、食事、ショッピングのようにテキスト（ｔｅｘ
ｔ）からなる。時間情報は、日付と時刻の組合せからなる。すなわち、時間情報は、例え
ば、２０１１年５月２７日午後１２時のように特定時点を示してもよい。または、時間情
報は、例えば、２０１１年５月２７日～２０１１年５月２９日のように少なくとも１つの
時区間を示してもよい。場所情報は、例えば、釜山（プサン）の海雲台（ヘウンデ）、江
南（カンナム）駅などのようにテキストからなる。または、場所情報は、例えば、経度、
緯度、高度を含む座標データからなる。
【００１０】
　さらに、「サービス情報（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）」とは、ユーザ
端末でスケジュール情報に対応する位置ベース情報を意味する。このとき、サービス情報
は、それぞれのサービス提供者（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｐｒｏｖｉｄｅｒ）から提供されるサ
ービスを示す。ここで、サービス提供者は、例えば、ホテル、食堂、デパートなどを代表
する加入者または企業組織を示す。例えば、サービス情報は、サービス提供者の位置情報
、メニュー、価格、電話番号、または、ホームページアドレスのうち少なくともいずれか
１つを含んでもよい。
【００１１】
　図１は、本発明の第１実施形態に係る通信システムを示す構成図である。
　図１を参照すれば、本実施形態の通信システムは、ユーザ端末１１０、カレンダーサー
バ１２０、登録サーバ１３０、およびサービス提供者１４０を含む。
　ユーザ端末１１０は、カレンダーアプリケーション（ｃａｌｅｎｄｅｒ　ａｐｐｌｉｃ
ａｔｉｏｎ）を実行してスケジュール情報を管理する。ここで、ユーザ端末１１０の製造
時に、カレンダーアプリケーションがユーザ端末１１０に導入される。または、カレンダ
ーアプリケーションは、製造後にユーザ端末１１０にダウンロードされるか導入されても
よい。ユーザ端末１１０は、スケジュール情報を格納し、必要に応じてスケジュール情報
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を表示する。そして、ユーザ端末１１０は、周期的にカレンダーサーバ１２０と通信して
同期化を実行する。また、ユーザ端末１１０へのスケジュール情報の登録時、ユーザ端末
１１０は、カレンダーサーバ１２０にスケジュール情報を送信する。さらに、カレンダー
サーバ１２０からスケジュール情報に対応するサービス情報の受信時、ユーザ端末１１０
は、スケジュール情報に相応するサービス情報を追加および／または管理することができ
る。
【００１２】
　カレンダーサーバ１２０は、カレンダーアプリケーションを介してユーザ端末１１０と
連動される。このようなカレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０と別にスケジュー
ル情報を管理する。すなわち、ユーザ端末１１０でカレンダーアプリケーションの実行時
、カレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０と接続する。そして、ユーザ端末１１０
へのスケジュール情報の登録時、カレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０と別にス
ケジュール情報を登録する。このために、カレンダーサーバ１２０は、周期的にユーザ端
末１１０と通信して同期化を実行する。また、ユーザ端末１１０からスケジュール情報の
受信時、カレンダーサーバ１２０がスケジュール情報を格納する。さらに、カレンダーサ
ーバ１２０は、登録サーバ１３０にスケジュール情報に対応するサービス情報を要請する
ことができる。また、登録サーバ１３０またはサービス提供者１４０からスケジュール情
報に対応するサービス情報の受信時、カレンダーサーバ１２０は、スケジュール情報にサ
ービス情報を追加して管理する。さらに、カレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０
にサービス情報を送信する。すなわち、カレンダーサーバ１２０は、プッシュ（ｐｕｓｈ
）方式でユーザ端末１１０にサービス情報を提供する。
【００１３】
　登録サーバ１３０は、サービス提供者１４０を管理する。このような登録サーバ１３０
は、サービス提供者１４０の基本情報を格納して管理する。ここで、基本情報は、サービ
ス提供者１４０の識別情報、位置情報、およびカテゴリー情報を含む。また、カテゴリー
情報は、例えば、食堂、ホテル、映画館のような業種などに、サービス提供者１４０を分
類するための情報を含んでもよい。このとき、カレンダーサーバ１２０でスケジュール情
報に対応するサービス情報の要請時、登録サーバ１３０は、基本情報を用いてスケジュー
ル情報に対応するサービス提供者１４０を検索し、サービス提供者１４０にサービス情報
を要請する。または、登録サーバ１３０は、サービス提供者１４０の基本情報と共に、予
め登録されたサービス情報をさらに格納して管理する。また、カレンダーサーバ１２０で
スケジュール情報に対応するサービス情報の要請時、登録サーバ１３０は、基本情報を用
いてスケジュール情報に対応するサービス提供者１４０を検索し、サービス提供者１４０
のサービス情報を検出する。さらに、登録サーバ１３０は、スケジュール情報に対応する
サービス情報をカレンダーサーバ１２０に送信する。
【００１４】
　サービス提供者１４０は、それぞれの基本情報およびサービス情報を格納して管理する
。このとき、サービス提供者１４０は、登録サーバ１３０に基本情報を予め登録する。そ
して、サービス提供者１４０は、周期的にサービス情報を更新する。また、登録サーバ１
３０でサービス情報の要請時、サービス提供者１４０は、基本情報と共にサービス情報を
カレンダーサーバ１２０または登録サーバ１３０に送信する。または、サービス提供者１
４０は、周期的に基本情報と共にサービス情報を登録サーバ１３０に登録する。
【００１５】
　一実施形態によれば、通信システムにおけるユーザ端末１１０は、多様な方式でサービ
ス提供者１４０から提供されるサービス情報を取得することができる。例えば、ユーザ端
末１１０は、サービス提供者１４０から直接的にサービス情報を取得する。また、ユーザ
端末１１０は、サービス提供者１４０のサービス情報が予め登録されている登録サーバ１
３０から前記サービス情報を取得してもよい。このとき、本実施形態の通信システムにお
いて、ユーザ端末１１０がサービス情報を取得する手続について、次の２つの例を仮定し
て説明するが、これに限定されるものではない。
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【００１６】
　図２は、本発明の第１実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続
の一例を示すフローチャートである。
　図２を参照すれば、ユーザ端末１１０がステップ１１１でカレンダーサーバ１２０にス
ケジュール情報を登録する。すなわち、ユーザ端末１１０は、ユーザの要請によってカレ
ンダーアプリケーションを実行してスケジュール情報を登録する。このとき、ユーザ端末
１１０は、予め格納されたカレンダーに対応してスケジュール情報を格納する。ここで、
スケジュール情報は、題名、時間情報、および場所情報を含んでもよい。また、スケジュ
ール情報の場所情報がテキストを含めば、ユーザ端末１１０は、テキストを分析して座標
データを検出し、スケジュール情報の場所情報としてテキストの代りに座標データを格納
する。そして、ユーザ端末１１０は、カレンダーサーバ１２０にスケジュール情報を送信
する。ここで、ユーザ端末１１０は、ユーザ端末１１０の識別情報と共にスケジュール情
報を送信する。また、カレンダーサーバ１２０がユーザ端末１１０からスケジュール情報
の受信時、カレンダーサーバ１２０がスケジュール情報を格納する。ここで、場所情報は
、テキストまたは座標データを含んでもよい。さらに、スケジュール情報の場所情報がテ
キストを含めば、カレンダーサーバ１２０は、テキストを分析して座標データを検出し、
スケジュール情報の場所情報としてテキストの代りに座標データを格納する。
【００１７】
　スケジュール情報が登録されれば、カレンダーサーバ１２０は、ステップ１１３でスケ
ジュール情報から公開情報を抽出して登録サーバ１３０に登録する。すなわち、カレンダ
ーサーバ１２０は、公開情報を登録サーバ１３０にポスティングしてサービス提供者１４
０のために公開する。ここで、公開情報は、スケジュール情報の場所情報と、スケジュー
ル情報に対応するカテゴリー情報とを含む。このとき、公開情報は、ユーザ端末１１０の
識別情報を含まない。すなわち、カレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０の識別情
報に代えて、公開情報に任意の仮想情報を付与して登録サーバ１３０に送信する。ここで
、カレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０の識別情報に対応して仮想情報を格納す
る。
【００１８】
　次に、公開情報が登録されれば、登録サーバ１３０は、ステップ１１５で公開情報をサ
ービス提供者１４０に送信する。このとき、登録サーバ１３０は、サービス提供者１４０
の基本情報を格納している。ここで、基本情報は、サービス提供者１４０の識別情報、位
置情報、およびカテゴリー情報を含んでもよい。すなわち、登録サーバ１３０は、公開情
報の場所情報に対応する位置情報を有するサービス提供者１４０を検索する。ここで、登
録サーバ１３０は、サービス提供者１４０の位置情報が公開情報の場所情報から設定され
た距離以内に該当するか否かを判断することができる。そして、サービス提供者１４０の
位置情報が公開情報の場所情報から設定された距離以内に該当すれば、登録サーバ１３０
がサービス提供者１４０を検出する。また、登録サーバ１３０は、公開情報のカテゴリー
情報と同一のカテゴリー情報を有するサービス提供者１４０を検索する。さらに、登録サ
ーバ１３０は、公開情報に仮想情報と共に公開情報をサービス提供者１４０に送信する。
【００１９】
　サービス提供者１４０は、ステップ１１７でサービス情報をカレンダーサーバ１２０に
送信する。このとき、サービス提供者１４０は、基本情報およびサービス情報を格納して
いる。ここで、サービス情報は、サービス提供者１４０から提供されるサービスを示す。
例えば、サービス情報は、サービス提供者１４０の位置情報、メニュー、価格、電話番号
、または、ウェブページアドレスのうち少なくともいずれか１つを含んでもよい。すなわ
ち、サービス提供者１４０は、公開情報に付与された仮想情報と共にサービス情報を送信
する。ここで、サービス提供者１４０は、サービス情報だけでなく、基本情報をさらに送
信してもよい。
【００２０】
　次に、サービス情報が受信されれば、カレンダーサーバ１２０は、ステップ１１９でサ
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ービス情報をユーザ端末１１０に送信する。このとき、カレンダーサーバ１２０は、ユー
ザ端末１１０のスケジュール情報にサービス情報を追加する。ここで、カレンダーサーバ
１２０は、サービス情報と共に受信された仮想情報に対応して、ユーザ端末１１０の識別
情報を把握する。そして、カレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０の識別情報を用
いてサービス情報を送信する。これにより、ユーザ端末１１０は、スケジュール情報にユ
ーザ情報を追加し、カレンダーアプリケーションを介してスケジュール情報と共にユーザ
情報を管理する。
【００２１】
　一方、一実施形態において、登録サーバ１３０への公開情報の登録時、カレンダーサー
バ１２０がユーザ端末１１０の識別情報に代えて、公開情報に仮想情報を付与する場合を
開示したが、これに限定されるものではない。すなわち、登録サーバ１３０への公開情報
の登録時、カレンダーサーバ１２０がユーザ端末１１０の識別情報を有して公開情報を登
録しても、本発明の実現が可能である。このために、サービス提供者１４０への公開情報
の送信時、登録サーバ１２０がユーザ端末１１０の識別情報に代えて、公開情報に任意の
仮想情報を付与してもよい。ここで、登録サーバ１３０は、ユーザ端末１１０の識別情報
に対応して仮想情報を格納してもよい。そして、公開情報の受信時、サービス提供者１４
０は、仮想情報と共にサービス情報を登録サーバ１３０に送信する。このとき、サービス
情報が受信されれば、登録サーバ１３０が仮想情報に対応するユーザ端末１１０の識別情
報を用いて、カレンダーサーバ１２０にサービス情報を送信する。言い換えれば、サービ
ス提供者１４０のサービス情報は、登録サーバ１３０を経由してカレンダーサーバ１２０
に送信される。
【００２２】
　図３は、本発明の第１実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続
の別の例を示すフローチャートである。
　図３を参照すれば、本実施形態の情報取得手続は、サービス提供者１４０がステップ１
２１で登録サーバ１３０にサービス情報を登録することから出発する。このとき、サービ
ス提供者１４０は、それぞれの基本情報およびサービス情報を格納している。ここで、基
本情報は、サービス提供者１４０の識別情報、位置情報、およびカテゴリー情報を含む。
また、サービス情報は、サービス提供者１４０から提供されるサービスを示す。例えば、
サービス情報は、サービス提供者１４０の位置情報、メニュー、価格、電話番号、または
、ウェブページアドレスのうち少なくともいずれか１つを含んでもよい。また、サービス
提供者１４０は、登録サーバ１３０にそれぞれのサービス情報だけでなく、基本情報を登
録してもよい。このとき、サービス提供者１４０は、周期的にサービス情報を更新する。
さらに、サービス提供者１４０は、登録サーバ１３０でサービス情報を更新する。
【００２３】
　ユーザ端末１１０は、ステップ１２３でカレンダーサーバ１２０にスケジュール情報を
登録する。すなわち、ユーザ端末１１０は、ユーザの要請によってカレンダーアプリケー
ションを実行してスケジュール情報を登録する。このとき、ユーザ端末１１０は、予め格
納されたカレンダーに対応してスケジュール情報を格納する。ここで、スケジュール情報
は、題名、時間情報、および場所情報を含んでもよい。さらに、スケジュール情報の場所
情報がテキストを含めば、ユーザ端末１１０は、テキストを分析して座標データを検出し
、スケジュール情報の場所情報としてテキストの代りに座標データを格納する。また、ユ
ーザ端末１１０は、カレンダーサーバ１２０にスケジュール情報を送信する。ここで、ユ
ーザ端末１１０は、ユーザ端末１１０の識別情報と共にスケジュール情報を送信する。ま
た、カレンダーサーバ１２０がユーザ端末１１０からスケジュール情報の受信時、カレン
ダーサーバ１２０がスケジュール情報を格納する。ここで、場所情報は、テキストまたは
座標データを含んでもよい。さらに、スケジュール情報の場所情報がテキストを含めば、
カレンダーサーバ１２０は、テキストを分析して座標データを検出し、スケジュール情報
の場所情報としてテキストの代りに座標データを格納する。
【００２４】
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　次に、スケジュール情報が登録されれば、カレンダーサーバ１２０は、ステップ１２５
でスケジュール情報から公開情報を抽出して登録サーバ１３０に登録する。すなわち、カ
レンダーサーバ１２０は、公開情報を登録サーバ１３０にポスティングしてサービス提供
者１４０のために公開する。ここで、公開情報は、スケジュール情報の場所情報と、スケ
ジュール情報に対応するカテゴリー情報とを含む。このとき、公開情報は、ユーザ端末１
１０の識別情報を含まない。すなわち、カレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０の
識別情報に代えて、公開情報に任意の仮想情報を付与して登録サーバ１３０に送信する。
ここで、カレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０の識別情報に対応して仮想情報を
格納する。
【００２５】
　公開情報が登録されれば、登録サーバ１３０は、ステップ１２７でサービス情報をカレ
ンダーサーバ１２０に送信する。このとき、登録サーバ１３０は、公開情報の場所情報に
対応する位置情報を有するサービス提供者１４０を検索する。ここで、登録サーバ１３０
は、サービス提供者１４０の位置情報が公開情報の場所情報から設定された距離以内に該
当するか否かを判断することができる。そして、サービス提供者１４０の位置情報が公開
情報の場所情報から設定された距離以内に該当すれば、登録サーバ１３０がサービス提供
者１４０を検出する。また、登録サーバ１３０は、公開情報のカテゴリー情報と同一のカ
テゴリー情報を有するサービス提供者１４０を検索する。この後、登録サーバ１３０は、
サービス提供者１４０のサービス情報を検出してカレンダーサーバ１２０に送信する。こ
こで、登録サーバ１３０は、公開情報に付与された仮想情報と共にサービス情報を送信す
る。さらに、登録サーバ１３０は、サービス情報だけでなく、基本情報をさらに送信して
もよい。
【００２６】
　次に、サービス情報が受信されれば、カレンダーサーバ１２０は、ステップ１２９でサ
ービス情報をユーザ端末１１０に送信する。このとき、カレンダーサーバ１２０は、ユー
ザ端末１１０のスケジュール情報にサービス情報を追加する。ここで、カレンダーサーバ
１２０は、サービス情報と共に受信された仮想情報に対応してユーザ端末１１０の識別情
報を把握する。そして、カレンダーサーバ１２０は、ユーザ端末１１０の識別情報を用い
てサービス情報を送信する。これにより、ユーザ端末１１０は、スケジュール情報にユー
ザ情報を追加し、カレンダーアプリケーションを介してスケジュール情報と共にユーザ情
報を管理する。
【００２７】
　一方、上述された実施形態において、ユーザ端末がサービス提供者から提供されるサー
ビス情報を取得する場合を開示したが、これに限定されるものではない。すなわち、サー
ビス提供者が直接的にサービス情報を提供しなくても、本発明の実現が可能である。これ
により、登録サーバがサービス提供者の基本情報またはサービス情報のうち少なくともい
ずれか１つを格納しなくても、ユーザ端末がサービス提供者のサービス情報を取得するこ
とができる。
【００２８】
　図４は、本発明の第２実施形態に係る通信システムを示す構成図である。
　図４を参照すれば、本実施形態の通信システムは、ユーザ端末２１０、カレンダーサー
バ２２０、登録サーバ２３０、および他のユーザ端末２４０を含む。
　ユーザ端末２１０は、カレンダーアプリケーションを実行してスケジュール情報を管理
する。ここで、ユーザ端末２１０の製造時、カレンダーアプリケーションがユーザ端末２
１０に導入される。または、カレンダーアプリケーションは、ユーザ端末２１０の製造後
に、ユーザ端末２１０にダウンロードされるか導入されてもよい。ユーザ端末２１０は、
スケジュール情報を格納し、必要に応じてスケジュール情報を表示する。そして、ユーザ
端末２１０は、周期的にカレンダーサーバ２２０と通信して同期化を実行する。また、ユ
ーザ端末２１０へのスケジュール情報の登録時、ユーザ端末２１０は、カレンダーサーバ
２２０にスケジュール情報を送信する。さらに、カレンダーサーバ２２０からスケジュー
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ル情報に対応するサービス情報の受信時、ユーザ端末２１０は、スケジュール情報にサー
ビス情報を追加して管理する。
【００２９】
　カレンダーサーバ２２０は、カレンダーアプリケーションを介してユーザ端末２１０と
連係される。このようなカレンダーサーバ２２０は、ユーザ端末２１０と別にスケジュー
ル情報を管理する。すなわち、ユーザ端末２１０でカレンダーアプリケーションの実行時
、カレンダーサーバ２２０は、ユーザ端末２１０と接続する。そして、ユーザ端末２１０
へのスケジュール情報の登録時、カレンダーサーバ２２０は、ユーザ端末２１０と別にス
ケジュール情報を登録する。このために、カレンダーサーバ２２０は、周期的にユーザ端
末２１０と通信して同期化を実行する。また、ユーザ端末２１０からスケジュール情報の
受信時、カレンダーサーバ２２０がスケジュール情報を格納する。また、カレンダーサー
バ２２０は、登録サーバ２３０にスケジュール情報に対応するサービス情報を要請するこ
とができる。さらに、登録サーバ２３０からスケジュール情報に対応するサービス情報の
受信時、カレンダーサーバ２２０は、スケジュール情報にサービス情報を追加して管理す
る。さらに、カレンダーサーバ２２０は、ユーザ端末２１０にサービス情報を送信する。
すなわち、カレンダーサーバ２２０は、プッシュ方式でユーザ端末２１０にサービス情報
を提供する。
【００３０】
　登録サーバ２３０は、他のユーザ端末２４０を管理する。例えば、登録サーバ２３０は
、他のユーザ端末２４０の基本情報を格納して管理する。このとき、登録サーバ２３０は
、ソーシャルネットワーキングサービス（Ｓｏｃｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ；ＳＮＳ）をサポートするＳＮＳサーバであってもよい。また、基本情報は、他
のユーザ端末２４０の識別情報を含んでもよい。ここで、登録サーバ２３０は、ユーザ端
末２１０と他のユーザ端末２４０を相互対応させて管理する。例えば、登録サーバ２３０
は、ユーザ端末２１０のフォロワー（ｆｏｌｌｏｗｅｒ）として、他のユーザ端末２４０
を管理することができる。また、カレンダーサーバ２２０でスケジュール情報に対応する
サービス情報の要請時、登録サーバ２３０は、他のユーザ端末２４０にサービス情報を要
請する。さらに、登録サーバ２３０が他のユーザ端末２４０からサービス情報の受信時、
登録サーバ２３０は、スケジュール情報に対応してサービス情報をカレンダーサーバ２２
０に送信する。
【００３１】
　他のユーザ端末２４０は、登録サーバ２３０に接続可能である。このとき、他のユーザ
端末２４０は、登録サーバ２３０に接続して、ソーシャルネットワーキングサービスを利
用することができる。そして、登録サーバ２３０でスケジュール情報に対応するサービス
情報の要請時、他のユーザ端末２４０は、登録サーバ２３０にサービス情報を送信する。
すなわち、他のユーザ端末２４０は、ユーザ端末２１０のスケジュール情報を表示するこ
とができる。そして、他のユーザ端末２４０のユーザによるテキストの入力時、他のユー
ザ端末２４０は、テキストをスケジュール情報に対応するサービス情報として送信する。
ここで、他のユーザ端末２４０のユーザは、ユーザ端末２１０のスケジュール情報を確認
し、経験または知識などに基づいて他のユーザ端末２４０にテキストを作成する。
【００３２】
　本実施形態によれば、通信システムにおけるユーザ端末２１０は、多様な方式で他のユ
ーザ端末２４０から提供されるサービス情報を取得する。すなわち、ユーザ端末２１０は
、ソーシャルネットワーキングサービスを用いてサービス情報を取得する。このとき、本
実施形態の通信システムにおけるユーザ端末２１０がサービス情報を取得する手続につい
て、次の方式で仮定して説明するが、これに限定されるものではない。
【００３３】
　図５は、本発明の第２実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続
を示すフローチャートである。
　図５を参照すれば、ユーザ端末２１０がステップ２１１でカレンダーサーバ２２０にス
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ケジュール情報を登録する。すなわち、ユーザ端末２１０は、ユーザの要請によってカレ
ンダーアプリケーションを実行してスケジュール情報を登録する。このとき、ユーザ端末
２１０は、予め格納されたカレンダーに対応してスケジュール情報を格納する。ここで、
スケジュール情報は、題名、時間情報、および場所情報を含んでもよい。また、スケジュ
ール情報の場所情報がテキストを含めば、ユーザ端末２１０は、テキストを分析して座標
データを検出し、スケジュール情報の場所情報としてテキストの代りに座標データを格納
する。そして、ユーザ端末２１０は、カレンダーサーバ２２０にスケジュール情報を送信
する。ここで、ユーザ端末２１０は、ユーザ端末２１０の識別情報と共にスケジュール情
報を送信する。また、ユーザ端末２１０からスケジュール情報の受信時、カレンダーサー
バ２２０がスケジュール情報を格納する。ここで、場所情報は、テキストまたは座標デー
タを含んでもよい。さらに、スケジュール情報の場所情報がテキストを含めば、カレンダ
ーサーバ２２０は、テキストを分析して座標データを検出し、スケジュール情報の場所情
報としてテキストの代りに座標データを格納する。
【００３４】
　スケジュール情報が登録されれば、カレンダーサーバ２２０は、ステップ２１３でスケ
ジュール情報から公開情報を抽出して登録サーバ２３０に登録する。すなわち、カレンダ
ーサーバ２２０は、公開情報を登録サーバ２３０にポスティングして他のユーザ端末２４
０のために公開する。このとき、公開情報は、ユーザ端末２１０の識別情報、スケジュー
ル情報の場所情報、およびスケジュール情報に対応するカテゴリー情報を含む。
【００３５】
　次に、公開情報が登録されれば、登録サーバ２３０は、ステップ２１５で公開情報をサ
ービス提供者２４０に送信する。このとき、登録サーバ２３０は、他のユーザ端末２４０
の基本情報を格納している。ここで、基本情報は、他のユーザ端末２４０の識別情報を含
む。すなわち、登録サーバ２３０は、ユーザ端末２１０に対応して登録された他のユーザ
端末２４０を検索する。また、登録サーバ２３０は、他のユーザ端末２４０の識別情報を
用いて、ユーザ端末２１０の識別情報と共にサービス情報を送信する。
【００３６】
　次に、公開情報が受信されれば、他のユーザ端末２４０は、ステップ２１７でサービス
情報を登録サーバ２３０に送信する。ここで、サービス情報は、サービス提供者（図示せ
ず）から提供されるサービスを示す。例えば、サービス情報は、サービス提供者の位置情
報、メニュー、価格、電話番号、または、ウェブページアドレスのうち少なくともいずれ
か１つを含んでもよい。
【００３７】
　次に、サービス情報が受信されれば、登録サーバ２３０は、ステップ２１９でサービス
情報をカレンダーサーバ２２０に送信する。このとき、登録サーバ２３０は、ユーザ端末
２１０の識別情報と共にサービス情報を送信する。
【００３８】
　次に、サービス情報が受信されれば、カレンダーサーバ２２０は、ステップ２２１でサ
ービス情報をユーザ端末２１０に送信する。このとき、カレンダーサーバ２２０は、ユー
ザ端末２１０のスケジュール情報にサービス情報を追加する。また、カレンダーサーバ２
２０は、ユーザ端末２１０の識別情報を用いてサービス情報を送信する。これにより、ユ
ーザ端末２１０は、スケジュール情報にユーザ情報を追加し、カレンダーアプリケーショ
ンを介してスケジュール情報と共にユーザ情報を管理する。
【００３９】
　一方、上述された実施形態において、ユーザ端末がカレンダーサーバにスケジュール情
報を登録することにより、スケジュール情報に対応するサービス情報を取得する場合を開
示したが、これに限定されるものではない。すなわち、ユーザ端末がカレンダーサーバに
スケジュール情報を登録しなくても、本発明の実現が可能である。これにより、通信シス
テムにカレンダーサーバが含まれなくても、ユーザ端末がサービス情報を取得することが
できる。
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【００４０】
　図６は、本発明の第３実施形態に係る通信システムを示す構成図である。
　図６を参照すれば、本実施形態の通信システムは、ユーザ端末３１０および登録サーバ
３３０を含む。
　ユーザ端末３１０は、カレンダーアプリケーションを実行してスケジュール情報を管理
する。ここで、ユーザ端末３１０の製造時、カレンダーアプリケーションがユーザ端末３
１０に導入される。または、カレンダーアプリケーションは、ユーザ端末３１０の製造後
に、ユーザ端末３１０にダウンロードされるか導入されてもよい。ユーザ端末３１０は、
カレンダーアプリケーションを用いてスケジュール情報を格納し、必要に応じてスケジュ
ール情報を表示する。そして、ユーザ端末３１０は、登録サーバ３３０にスケジュール情
報の場所情報を送信してサービス情報を要請する。さらに、登録サーバ３３０からスケジ
ュール情報に対応するサービス情報の受信時、ユーザ端末３１０は、スケジュール情報に
サービス情報を追加して管理する。
【００４１】
　登録サーバ３３０は、サービス情報を管理する。このような登録サーバ３３０は、イン
ターネット（ｉｎｔｅｒｎｅｔ）通信をサポートするウェブサーバ（ｗｅｂ　ｓｅｒｖｅ
ｒ）であってもよい。また、ユーザ端末３１０でスケジュール情報に対応するサービス情
報の要請時、登録サーバ３３０は、検索エンジンを駆動してスケジュール情報に対応する
サービス情報を検索する。また、登録サーバ３３０は、検索結果によるサービス情報をユ
ーザ端末３１０に送信する。
【００４２】
　図７は、本発明の第３実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続
を示すフローチャートである。
　図７を参照すれば、本実施形態の情報取得手続は、ユーザ端末３１０がステップ３１１
において、スケジュール情報を登録することから出発する。すなわち、ユーザ端末３１０
は、ユーザの要請によってカレンダーアプリケーションを実行してスケジュール情報を登
録する。このとき、ユーザ端末３１０は、予め格納されたカレンダーに対応してスケジュ
ール情報を格納する。ここで、スケジュール情報は、題名、時間情報、および場所情報を
含んでもよい。また、スケジュール情報の場所情報がテキストを含めば、ユーザ端末３１
０は、テキストを分析して座標データを検出し、スケジュール情報の場所情報としてテキ
ストの代りに座標データを格納してもよい。
【００４３】
　次に、スケジュール情報が登録されれば、ユーザ端末３１０は、ステップ３１３で登録
サーバ３３０にスケジュール情報に対応するサービス情報を要請する。このとき、ユーザ
端末３１０は、スケジュール情報が場所情報を含むか否かを判断する。スケジュール情報
が場所情報を含んでいれば、ユーザ端末３１０は、登録サーバ３３０にサービス情報を要
請する。すなわち、ユーザ端末３１０は、スケジュール情報の場所情報を登録サーバ３３
０に送信する。
【００４４】
　次に、サービス情報が要請されれば、登録サーバ３３０は、ステップ３１５でサービス
情報をユーザ端末３１０に送信する。すなわち、ユーザ端末３１０から場所情報が受信さ
れれば、登録サーバ３３０は、検索エンジンを駆動して場所情報に対応するサービス情報
を検索する。また、登録サーバ３３０は、検索結果によるサービス情報をユーザ端末３１
０に送信する。
【００４５】
　図８は、本発明の実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の内部構成を示すブ
ロック図である。
　図８を参照すれば、本発明の実施形態でユーザ端末４００は、無線通信部４１０、メモ
リ４２０、制御部４３０、オーディオ処理部４４０、表示部４５０、および入力部４６０
を含む。



(13) JP 2013-21691 A 2013.1.31

10

20

30

40

50

　無線通信部４１０は、ユーザ端末４００の無線通信機能を行う。無線通信部４１０は、
送信される信号の周波数を上昇変換および増幅するＲＦ送信機と、受信される信号を低雑
音増幅して周波数を下降変換するＲＦ受信機とを含む。
【００４６】
　メモリ４２０は、プログラムメモリおよびデータメモリで構成される。プログラムメモ
リは、ユーザ端末４００の一般的な動作を制御するためのプログラムを格納する。このと
き、プログラムメモリは、本発明の実施形態によってカレンダーアプリケーションを格納
する。データメモリは、プログラムを行う途中で発生するデータを格納する機能を行う。
そして、メモリ４２０は、本発明の実施形態によってスケジュール情報を格納する。また
、メモリ４２０は、本発明の実施形態によってスケジュール情報と共にサービス情報を格
納する。
【００４７】
　制御部４３０は、ユーザ端末４００の全般的な動作を制御する機能を行う。このような
制御部４３０は、送信される信号を符号化および変調する送信機と、受信される信号を復
調および復号化する受信機とを有するデータ処理部を含む。このとき、データ処理部は、
モデム（ＭＯＤＥＭ）およびコーデック（ＣＯＤＥＣ）から構成されてもよい。また、コ
ーデックは、パケットデータなどを処理するデータコーデックと、音声などのオーディオ
信号を処理するオーディオコーデックとを備える。
【００４８】
　また、制御部４３０は、本発明の実施形態によってカレンダーアプリケーションを実行
してスケジュール情報を管理する。このとき、制御部４３０は、インターネットを介して
登録サーバ３３０に接続する。また、ユーザ端末４００へのスケジュール情報の登録時、
制御部４３０は、登録サーバ３３０にスケジュール情報の場所情報を送信する。または、
制御部４３０は、周期的にカレンダーサーバ１２０，４２０と通信して同期化を実行する
。また、ユーザ端末４００へのスケジュール情報の登録時、制御部４３０は、カレンダー
サーバ１２０，２２０にスケジュール情報を送信する。さらに、カレンダーサーバ１２０
，２２０または登録サーバ１３０，２３０，３３０から場所情報に対応するサービス情報
の受信時、制御部４３０は、スケジュール情報にサービス情報を追加して管理する。これ
により、スケジュール情報の検索時、制御部４３０は、本発明の実施形態によってスケジ
ュール情報と共にサービス情報を表示する。さらに、制御部４３０は、本発明の実施形態
によってソーシャルネットワーキングサービスを介して、他のユーザ端末２４０とサービ
ス情報を共有する。さらに、制御部４３０は、本発明の実施形態によってサービス情報を
用いてサービス提供者１４０に接続する。
【００４９】
　オーディオ処理部４４０は、データ処理部のオーディオコーデックから出力される受信
オーディオ信号をスピーカ（ＳＰＫ）を介して再生するか、マイク（ＭＩＣ）から発生す
る送信オーディオ信号をデータ処理部のオーディオコーデックに送信する機能を行う。
　表示部４５０は、制御部４３０から出力されるユーザデータを表示する。このような表
示部４５０は、ＬＣＤを使用してもよく、このような場合、表示部４５０は、ＬＣＤ制御
部、映像データを格納できるメモリ、およびＬＣＤ表示素子などを備える。また、ＬＣＤ
をタッチスクリーン（ｔｏｕｃｈ　ｓｃｒｅｅｎ）方式で実現する場合、入力部として動
作してもよい。
　入力部４６０は、数字および文字の情報を入力するためのキーと、各種機能を設定する
ための機能キーとから構成される。
【００５０】
　図９は、本発明の第１実施形態および第２実施形態に係る通信システムにおけるユーザ
端末の情報取得手続を示すフローチャートである。また、図１２～図１４は、本発明の実
施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手続を説明するための例示図で
ある。
【００５１】
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　図９を参照すれば、本発明の実施形態でユーザ端末４００の情報取得手続は、制御部４
３０がステップ５１１でスケジュール情報を登録することから出発する。すなわち、入力
部４６０を介してスケジュール情報を登録するための要請が受信されれば、制御部４３０
がこれを感知する。例えば、図１２に示されたように、スケジュール情報が作成された後
、格納するためのキーが選択されれば、制御部４３０は、これをスケジュール情報を登録
するための要請として感知する。そして、制御部４３０は、カレンダーアプリケーション
を駆動してメモリ４２０にスケジュール情報を格納する。ここで、スケジュール情報は、
題名、時間情報、および場所情報を含んでもよい。例えば、題名は旅行に該当し、時間情
報は２０１１年５月２７日午後１２時～２０１１年５月２９日午後８時に該当し、場所情
報は釜山（プサン）の海雲台（ヘウンデ）に該当する。このとき、スケジュール情報の登
録時、制御部４３０は、ユーザの要請によってスケジュール情報に対応するサービス情報
を受信するか否かを設定する。例えば、制御部４３０は、スケジュール情報を設定するた
めの画面を介して、サービス情報の受信有無を選択するためのチェックボックスを提供す
る。また、スケジュール情報が作成されれば、制御部４３０は、チェックボックスを確認
してスケジュール情報に対応するサービス情報を受信するか否かを設定し、スケジュール
情報と共に格納する。
【００５２】
　次に、制御部４３０は、ステップ５１３でカレンダーサーバ１２０，２２０にスケジュ
ール情報を登録する。すなわち、制御部４３０は、カレンダーアプリケーションを介して
カレンダーサーバ１２０，２２０にスケジュール情報を登録する。このとき、制御部４３
０は、カレンダーサーバ１２０，２２０にスケジュール情報を送信する。ここで、制御部
４３０は、ユーザ端末４００の識別情報と共にスケジュール情報を送信する。すなわち、
制御部４３０は、カレンダーアプリケーションを介してユーザ端末４００だけでなく、カ
レンダーサーバ１２０，２２０にスケジュール情報を登録する。ここで、制御部４３０は
、カレンダーサーバ１２０，２２０にスケジュール情報と共に、スケジュール情報に対応
するサービス情報を受信するか否かを登録する。
【００５３】
　次いで、スケジュール情報に対応するサービス情報が受信されれば、制御部４３０がス
テップ５１５でこれを感知する。すなわち、無線通信部４１０を介してサービス情報が受
信されれば、制御部４３０がこれを感知する。ここで、サービス情報は、サービス提供者
１４０から提供されるサービスを示す。例えば、サービス情報は、サービス提供者１４０
の位置情報、メニュー、価格、電話番号、または、ホームページアドレスのうち少なくと
もいずれか１つを含む。このとき、サービス情報は、サービス提供者１４０または他のユ
ーザ端末４４０から提供されてもよい。制御部４３０は、カレンダーサーバ１２０，２２
０からサービス情報を受信してもよい。ここで、制御部４３０は、短文メッセージサービ
ス（Ｓｈｏｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ；ＳＭＳ）、マルチメディアメッセー
ジサービス（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ；ＭＭＳ）、電子
メールサービス、または、各種ソーシャルネットワーキングサービスを介してサービス情
報を受信することができる。
【００５４】
　次いで、制御部４３０は、ステップ５１７でスケジュール情報にサービス情報を追加す
る。すなわち、制御部４３０は、スケジュール情報と共にサービス情報を格納する。この
とき、制御部４３０は、図１３に示されたように、サービス情報の受信を通知するための
通知メッセージを出力する。すなわち、制御部４３０は、ユーザ端末４００のユーザにス
ケジュール情報の更新を認知させることができる。
【００５５】
　最後に、スケジュール情報を検索するための要請が受信されれば、制御部４３０がステ
ップ５１９でこれを感知する。すなわち、入力部４６０を介してスケジュール情報を検索
するための要請が受信されれば、制御部４３０がこれを感知する。そして、制御部４３０
は、ステップ５２１でスケジュール情報を表示する。このとき、制御部４３０は、スケジ
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ュール情報にサービス情報が追加されているか否かを判断する。スケジュール情報にサー
ビス情報が追加されていなければ、制御部４３０は、スケジュール情報のみを表示する。
一方、スケジュール情報にサービス情報が含まれていれば、制御部４３０は、スケジュー
ル情報と共にサービス情報を表示する。
【００５６】
　図１０は、本発明の第３実施形態に係る通信システムにおけるユーザ端末の情報取得手
続を示すフローチャートである。また、図１２～図１４は、本発明の実施形態に係る通信
システムにおけるユーザ端末の情報取得手続を説明するための例示図である。
【００５７】
　図１０を参照すれば、制御部４３０がステップ６１１でスケジュール情報を登録する。
すなわち、入力部４６０を介してスケジュール情報を登録するための要請が受信されれば
、制御部４３０がこれを感知する。例えば、図１２に示されたように、スケジュール情報
が選択された後、格納するためのキーが選択されれば、制御部４３０は、これをスケジュ
ール情報を登録するための要請として感知する。そして、制御部４３０は、カレンダーア
プリケーションを駆動してメモリ４２０にスケジュール情報を格納する。ここで、スケジ
ュール情報は、題名、時間情報、および場所情報を含む。例えば、題名は旅行に該当し、
時間情報は２０１１年５月２７日午後１２時～２０１１年５月２９日午後８時に該当し、
場所情報は、釜山（プサン）の海雲台（ヘウンデ）に該当する。このとき、スケジュール
情報の登録時、制御部４３０は、ユーザの要請によってスケジュール情報に対応するサー
ビス情報を受信するか否かを設定する。例えば、制御部４３０は、スケジュール情報を選
択するための画面を介して、サービス情報の受信有無を選択するためのチェックボックス
を提供する。また、スケジュール情報が作成されれば、制御部４３０は、チェックボック
スを確認してスケジュール情報に対応するサービス情報を受信するか否かを設定し、スケ
ジュール情報と共に格納する。
【００５８】
　次に、制御部４３０は、ステップ６１３でスケジュール情報が場所情報を含むか否かを
判断する。スケジュール情報が場所情報を含んでいれば、制御部４３０は、ステップ６１
５で登録サーバ３３０にスケジュール情報に対応するサービス情報を要請する。すなわち
、制御部４３０は、無線通信部４１０を介して登録サーバ３３０にスケジュール情報の場
所情報を送信し、サービス情報を要請する。このとき、スケジュール情報が場所情報を含
んでいれば、制御部４３０は、スケジュール情報に対応してサービス情報を受信するよう
に設定されているか否かを判断することができる。サービス情報を受信するように設定さ
れていれば、制御部４３０は、登録サーバ３３０にスケジュール情報に対応するサービス
情報を要請する。また、サービス情報を受信するように設定されていなければ、制御部４
３０は、スケジュール情報が場所情報を含んでいても、登録サーバ３３０にスケジュール
情報に対応するサービス情報を要請しない。ここで、サービス情報は、サービス提供者（
図示せず）から提供されるサービスを示す。例えば、サービス情報は、サービス提供者の
位置情報、メニュー、価格、電話番号、または、ホームページアドレスのうち少なくとも
いずれか１つを含む。
【００５９】
　次いで、スケジュール情報に対応するサービス情報が受信されれば、制御部４３０がス
テップ６１５でこれを感知する。すなわち、無線通信部４１０を介してサービス情報が受
信されれば、制御部４３０がこれを感知する。ここで、制御部４３０は、インターネット
を介してサービス情報を受信する。
【００６０】
　次に、制御部４３０は、ステップ６１７でスケジュール情報にサービス情報を追加する
。すなわち、制御部４３０は、スケジュール情報と共にサービス情報を格納する。このと
き、制御部４３０は、図１３に示されたように、サービス情報の受信を通知するための通
知メッセージを出力してもよい。すなわち、制御部４３０は、ユーザ端末４００のユーザ
にスケジュール情報の更新を認知させることができる。
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【００６１】
　最後に、スケジュール情報を検索するための要請が受信されれば、制御部４３０がステ
ップ６１９でこれを感知する。すなわち、入力部４６０を介してスケジュール情報を検索
するための要請が受信されれば、制御部４３０がこれを感知する。そして、制御部４３０
は、ステップ６２１でスケジュール情報を表示する。このとき、制御部４３０は、スケジ
ュール情報にサービス情報が追加されているか否かを判断する。また、スケジュール情報
にサービス情報が追加されていなければ、制御部４３０は、スケジュール情報のみを表示
する。一方、スケジュール情報にサービス情報が追加されていれば、制御部４３０は、ス
ケジュール情報と共にサービス情報を表示する。
【００６２】
　図１１は、本発明の一実施形態による図９および図１０における情報表示手続を示すフ
ローチャートである。
　図１１を参照すれば、制御部４３０は、ステップ７１１でスケジュール情報と共にサー
ビス情報を表示する。例えば、制御部４３０は、図１４に示されたように、スケジュール
情報と共にサービス情報を表示する。これにより、ユーザ端末４００のユーザは、スケジ
ュール情報とサービス情報を連係させて把握することができる。すなわち、ユーザ端末４
００のユーザは、ユーザの計画に対応する位置ベース情報を確認する。例えば、ユーザ端
末４００のユーザは、旅行地に該当する釜山（プサン）の海雲台（ヘウンデ）に海雲台（
ヘウンデ）ホテルが存在することを確認する。そして、ユーザ端末４００のユーザは、海
雲台（ヘウンデ）ホテルの宿泊価格、連絡先などを確認する。
【００６３】
　次に、サービス情報を利用するための要請が受信されれば、制御部４３０がステップ７
１３でこれを感知し、ステップ７１５でサービス情報を利用する。このとき、制御部４３
０は、ソーシャルネットワーキングサービスを介して他のユーザ端末２４０にサービス情
報を送信する。そして、表示されるサービス情報の選択時、制御部４３０は、サービス情
報を用いてサービス提供者１４０に接続する。例えば、制御部４３０は、サービス情報の
電話番号を用いてサービス提供者１４０に通話を要請する。そして、サービス提供者１４
０との通話連結時、制御部４３０は、サービス提供者１４０との通話を制御する。または
、制御部４３０は、サービス情報のＥメールアドレスを用いて、Ｅメールを生成してサー
ビス提供者１４０に送信する。または、制御部４３０は、サービス情報のウェブページア
ドレスを用いて、サービス提供者１４０のウェブページに接続する。これにより、ユーザ
端末４００のユーザは、サービス提供者１４０から提供されるが、サービス情報から除外
された追加情報を取得する。例えば、ユーザ端末４００のユーザは、海雲台（ヘウンデ）
ホテルを予約するか、海雲台（ヘウンデ）ホテルから提供されるクーポンなどを取得する
。または、ユーザ端末４００のユーザは、海雲台（ヘウンデ）ホテルの周辺の地域情報な
どを確認することができる。
【００６４】
　本発明によれば、ユーザ端末でスケジュール情報と共に、スケジュール情報と関連する
場所に対応する位置ベース情報を連係させて管理することができる。すなわち、ユーザ端
末のユーザが別個に情報の検索を行ったり情報記録を行ったりする必要なく、ユーザ端末
から容易に位置ベース情報を取得することができる。これにより、ユーザ端末でスケジュ
ール情報に対応して位置ベース情報を自動的に追加して管理することができる。これによ
り、ユーザ端末でユーザの便宜性を向上させることができ、さらに、ユーザ端末の利用効
率性を向上させることができる。
【００６５】
　一方、本明細書と図面に開示された本発明の実施形態は、本発明の技術内容を容易に説
明し、本発明の理解を助けるために特定例を提示したものであるだけで、本発明の範囲を
限定しようとするものではない。すなわち、本発明の技術的思想に基づいた他の変形例が
実施可能であることは、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に明白である。
【符号の説明】
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【００６６】
　１１０，２１０，３１０，４００　ユーザ端末
　１２０，２２０　カレンダーサーバ
　１３０，２３０，３３０　登録サーバ
　１４０　サービス提供者
　２４０　他のユーザ端末
　４１０　無線通信部
　４２０　メモリ
　４３０　制御部
　４４０　オーディオ処理部
　４５０　表示部
　４６０　入力部
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